










【用語説明】 

1）伏越し構造 

 伏越し構造は、上下流管の水位差によって雨水を流下させる構造です。地下埋設物（水

道管、下水道管等）により、埋設深さに制約がある場合に用いられる構造です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2）B/C（費用便益比） 

投資費用に対して整備効果がどの程度発現するかを定量的に示した値で下式により

算出します。 

 

 便益（Benefit）÷整備費用（Cost） 

 

浸水対策事業においては、対象期間を事業着手から整備完了後５０年目までと定め、

期間内に発生する可能性がある大雨に対し、事業を実施しない場合と実施した場合の被

害総額の差分を便益としております。 

 
3）シールド工法 

都市部の下水道工事で主に使われるトンネル工法として、シールド工法があります。シ

ールドマシンという掘進機械で、地中をゆっくりと掘り進めてトンネルを造る工法です。

シールド工法では、作業基地に立坑と呼ばれる縦穴をつくります。そこにシールドマシン

を下ろし、前方に押し出しながら掘り進めて、その後方で鉄製もしくは鉄筋コンクリート

製のブロック（セグメント）を組み立てながらトンネルを造っていきます。地上部の作業

基地には、掘った土を処理する設備やトンネル内に材料を下ろすためのクレーンなどがつ

くられます。このため、騒音や振動は立坑付近に限られるので、防音施設の設置で対応で

き、路上交通への影響もほとんどありません。 
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